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第Ⅰ章 調査概要

１．調査の目的

第８期北海道総合開発計画（平成28年3月29日閣議決定、計画期間：2016年度から概ね2025年度ま

で）においては、『世界の北海道』を目指し、北海道の強みである「食」、「観光」を戦略的産業

として位置づけており、引き続き食と観光を担う「生産空間」の維持・発展に取り組んでいくこと

とされている。

令和３年３月に公表された中間点検報告書においては、国内外の新たな観光需要を取り込んだ観

光の活性化として、①国内の感染症の状況を見極めつつ、国内旅行とインバウンドの両輪により、

オール北海道で世界水準を目指す。②７空港一括運営を活かし、関係者が連携した２次・３次交通

の強化等による観光客の地方部への分散・周遊の取組を推進。③地域資源を最大限化活用した多様

なメニューにより一層の充実などが重点施策として整理されたところである。また、本調査の対象

地域である北方領土隣接地域は、かつて行政的にも経済的にも北方領土と一体の社会経済圏を形成

して発展してきたが、北方領土問題が未解決であるため、戦後はその望ましい地域社会としての発

展が阻害されてきた地域であることから、第８期北海道総合開発計画には当該地域の安定振興も位

置づけられている。

一方、令和元年12月以降、新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」という。）が世界で拡大

し、令和２年1月には日本国内でも感染者が確認され、北海道においては、全国に先立ち令和２年２

月28日に北海道独自による「緊急事態宣言」、同年４月12日には北海道及び札幌市による「緊急共

同宣言」を発出し、外出自粛等を呼びかけた。さらに、同年４月16日から５月25日まで「緊急事態

措置を実施すべき期間」（緊急事態宣言期間）が北海道に出された。

令和３年度に入り、令和３年５月16日から６月20日、８月27日から９月30日には、「緊急事態す

べき措置の期間（緊急事態宣言）」、令和４年１月27日～３月21日まで北海道では「まん延防止等

重点措置」が適用された。令和４年３月末現在、２年以上に及ぶ感染症が北海道観光に大きな影響

を与えており、未だ、収束が見通せない状況であり、北海道観光の旅行者は、身体的な距離の確保、

マスクに着用、手洗い等の基本的な感染対策を行いながら、３密の回避（密集・密接・密閉）等の

新しい生活様式の実践が求められている状況である。

このような背景をふまえ、本調査では、北方領土隣接地域（根室市、別海町、中標津町、標津町

及び羅臼町）の観光振興を促進するため、当該地域に訪れている旅行者の動態や属性等を調査分析

するとともに、観光に関する専門家を当該地域に招請することにより、観光コンテンツの魅力を高

めるための取組や旅行者を受け入れる際の課題（交通環境、運用体制など）を整理し、当該地域に

おける周遊観光と誘客促進に向けた方策を構築することを目的に調査を行うものである。

なお、本調査の実施にあたっては、地域の関係機関との連携が不可欠であることから、そのため

の枠組みとして、国土交通省北海道開発局が主体となって、地域行政や観光協会等の連携により、

北方領土隣接地域に関する旅行者の動向把握、観光コンテンツの魅力を高めるための取組、旅行者

を受け入れるための課題整理、周遊観光と誘客促進等を目的とした「北方領土隣接地域（根室地

域）観光促進協議会」（事務局：北海道開発局）を令和３年８月に設置している。
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２．調査の内容

本調査における調査項目は、以下のとおりである。

① 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査

根室地域（根室市、別海町、中標津町、標津町及び羅臼町をいう。以下、対象地域とい

う。）において、周遊観光を促進するため、対象地域の観光地へ訪れている日本人旅行者の

動態、旅行者の訪問意向が高い観光コンテンツ、及び周遊するにあたって活用可能な公共交

通の調査を実施する。

② 専門家等の招請による商品造成に向けた調査・検討

観光コンテンツの磨き上げや、旅行商品の企画・開発に専門的な知識を有する専門家等を

招請し、今後対象地域に旅行者を誘客する上での改善点を収集するとともに、ターゲットと

なる属性を整理し、効果的に誘客する方策のとりまとめを行う。

③ 効果的な情報発信法の構築、旅行者の受入環境の手整備に必要な取組のとりまとめ

対象地域への旅行者の誘客を促進するため、効果的な情報発信手法の構築と、各観光コン

テンツの旅行者の受入環境を整備する。

④ モニターツアー（案）の作成

本調査業務の基礎調査、別途北海道開発局で行うGPS 等による日本人旅行者の動態調査、

及び地域の観光関係者との調整を踏まえ、対象地域の魅力ある観光コンテンツ、交通手段等

を組み合わせた周遊観光の構築を目指したモニターツアー（案）を作成する。なお、冬季以

外、冬季の２シーズンのモニターツアー（案）を作成する。

⑤ 協議会の運営補助等

対象地域の行政、観光関係団体等で構成された地域協議会に、学識経験者を加えるものと

する。開催にあたり、受注者は議事録の作成、謝金の支払い等を行う。なお、開催回数はWEB

会議５回程度（５市町×１回）、協議会WEB 会議２回（８月、３月）を予定している。

第Ⅰ章 調査概要
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第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査

１．日本人旅行者の動向把握調査

（１）根室地域における現状整理

➀ 観光客の入込数の推移

ア）根室振興局管内における観光客入込客数の伸び率の推移

令和２年１月以降、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により、観光需要は大きく

減少した。それ以前の北海道観光入込客数の状況をみると、平成21年度の北海道観光入込客

数は約13,090万人に対し、平成30年度には14,588万人となっており、11.4％の増加となって

いる。一方、根室振興局管内に目を向けると、平成21年度の観光入込客数は約198万人、そ

の後最も多かった令和元年度で約195万人にとどまっており、1.8％の減少となっている。

北海道全体では観光入込客数が増加傾向であったにもかかわらず、根室振興局管内ではそ

の影響を受けることなく増加に転じなかった原因を把握することで、根室地域観光施策の今

後の方向性を考える必要がある。

（次頁／図表1-1-1-1参照）

イ）道外客・道内客及び日帰客・宿泊客伸び率の全道と根室振興局管内の比較

北海道観光入込客を道外客と道内客に分類し、平成21年度を100とした伸び率を全道と根

室振興局管内で比較した。全道においては、平成23年度から平成30年度において道外客・道

内客いずれにおいても概ね増加傾向となっている。一方、根室振興局管内では道外客が平成

30年度を除き100を下回る結果となっている。新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受

けた令和２年度を除いた平成22年度～令和元年度の伸び率の平均をみると、道外客では全道

が103.9に対し、根室振興局管内は90.8、道内客では全道が104.0に対し、根室振興局管内は

96.7となっている。

（次頁／図表1-1-1-2参照）
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

空知総合振興局 100.0 94.5 93.7 95.0 95.4 93.7 94.2 91.5 96.8 97.9 99.1 66.3

石狩振興局 100.0 96.4 93.1 98.7 101.7 99.2 104.2 106.8 114.3 122.1 115.8 56.8

後志総合振興局 100.0 97.8 92.0 95.7 100.9 104.1 114.1 112.0 114.0 110.4 106.2 53.1

胆振総合振興局 100.0 97.9 88.8 91.1 99.1 102.7 112.1 112.9 112.1 105.4 106.8 61.5

日高振興局 100.0 86.5 75.2 72.6 74.0 76.4 79.0 76.7 78.3 78.9 83.2 50.8

渡島総合振興局 100.0 103.1 98.4 105.9 112.5 114.8 118.1 137.0 126.7 130.2 129.9 74.4

檜山振興局 100.0 95.5 92.7 94.1 94.0 90.1 92.2 95.5 93.0 104.7 108.8 95.6

上川総合振興局 100.0 99.0 91.3 94.3 95.2 97.8 102.3 100.3 103.1 103.8 100.0 51.5

留萌振興局 100.0 97.2 98.2 104.9 107.7 104.5 100.4 105.2 103.1 95.8 110.9 92.5

宗谷総合振興局 100.0 98.3 89.6 90.9 93.6 92.5 94.6 93.8 97.0 91.5 104.4 57.9

オホーツク総合振興局 100.0 105.8 98.6 102.7 104.6 102.5 107.6 103.2 111.9 109.3 108.1 71.3

十勝総合振興局 100.0 100.4 101.6 107.1 107.5 110.4 115.2 106.2 115.8 114.8 114.1 78.6

釧路総合振興局 100.0 100.8 95.4 104.9 109.0 118.3 128.2 128.2 142.7 142.4 143.8 75.9

根室振興局 100.0 97.2 90.8 97.0 94.6 92.2 96.1 93.2 95.9 87.6 98.2 53.5

全道 100.0 98.4 93.3 97.4 100.7 101.9 107.6 107.7 111.4 111.4 109.9 61.9

100.0 
97.2 

90.8 

97.0 94.6 
92.2 

96.1 
93.2 

95.9 

87.6 

98.2 

53.5 

100.0 
98.4 93.3 

97.4 

100.7 

101.9 

107.6 107.7 
111.4 111.4 

109.9 

61.9 

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

150.0
空知総合振興局 石狩振興局
後志総合振興局 胆振総合振興局
日高振興局 渡島総合振興局
檜山振興局 上川総合振興局
留萌振興局 宗谷総合振興局
オホーツク総合振興局 十勝総合振興局
釧路総合振興局 根室振興局
全道

図表1-1-1-1 振興局別にみた観光客入込数伸び率の推移（平成21年度を100として）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」を基に作成

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
H22-

R1平均
対全道比

全道/道外客 100.0 98.1 87.8 91.9 97.9 100.7 108.6 109.9 116.0 115.9 112.4 40.3 a)103.9

全道/道内客 100.0 98.5 95.7 99.9 101.9 102.5 107.1 106.8 109.3 109.5 108.8 71.5 b)104.0

根室振興局/道外客 100.0 94.2 77.3 89.3 86.0 88.4 89.4 85.4 95.8 102.3 99.7 46.4 c) 90.8 c/a)0.874

根室振興局/道内客 100.0 99.2 100.1 102.4 100.5 94.8 100.8 98.6 96.0 77.4 97.2 58.5 d) 96.7 d/b)0.930

40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
110.0
120.0

全道/道外客 全道/道内客

根室振興局/道外客 根室振興局/道内客

図表1-1-1-2 道外客・道内客伸び率の全道と根室振興局管内の比較（平成21年度を100として）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」を基に作成

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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同様に、日帰客と宿泊客に分類し、平成21年度を100とした伸び率を全道と根室振興局管

内で比較した。全道においては、平成23年度から平成30年度において日帰客・宿泊客いずれ

においても増加傾向となっている。一方、根室振興局管内では宿泊客が平成22年度を除き

100を下回る結果となっている。新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた令和２年

度を除いた平成22年度～令和元年度の伸び率の平均をみると、日帰客では全道が104.2に対

し、根室振興局管内は90.6、宿泊客では全道が102.9に対し、根室振興局管内は92.9となっ

ている。

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
H22-

R1平均
対全道比

全道/日帰客 100.0 98.7 93.4 98.1 101.0 102.3 108.4 108.5 110.9 110.9 109.8 64.9 a)104.2

全道/宿泊客 100.0 96.9 92.8 94.6 99.1 100.2 103.8 104.4 113.3 113.9 110.4 48.8 b)102.9

根室振興局/日帰客 100.0 96.8 90.7 97.6 94.5 92.4 95.9 93.0 96.1 87.9 99.5 52.8 c) 90.6 c/a)0.906

根室振興局/宿泊客 100.0 100.5 91.3 92.5 94.8 90.2 97.7 94.4 94.0 85.7 87.6 59.2 d) 92.9 d/b)0.902

40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
110.0
120.0

全道/日帰客 全道/宿泊客

根室振興局/日帰客 根室振興局/宿泊客

図表1-1-1-3 日帰客・宿泊客伸び率の全道と根室振興局管内の比較（平成21年度を100として）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」を基に作成

上記の結果から、道外客・道内客、日帰客・宿泊客の伸び率においても、根室振興局管内

は全道を下回り、観光客を誘引できていない状況がうかがわれる。さらに、対全道比をみる

と、道外客が0.874と他に比べ特に低くなっている。これらの点から、根室振興局管内が全

道に比べ誘引できていない原因として、道外客・道内客、日帰客・宿泊客の全てのターゲッ

トが伸びておらず、特に道外客の誘引ができていないことが推測される。

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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405.1 392.5 319.0 374.6 372.6 351.1 393.6 377.0 397.1 370.2 400.5 
211.1 

259.2 254.4 291.0 316.1 303.1 307.3 275.5 282.3 309.8 259.2 322.4 

164.8 

370.1 303.5 326.8 326.1 326.3 317.6 335.7 289.2 286.2 298.9 
302.0 

205.5 

330.2 377.2 355.6 
371.7 359.1 330.9 345.1 360.0 361.4 

299.6 
375.2 

210.6 

617.7 599.1 506.7 
534.9 513.3 520.6 555.3 539.0 546.2 

508.8 
546.6 

269.4 

1,982.3 1,926.7 
1,799.1 

1,923.4 1,874.4 1,827.5 1,905.2 1,847.5 1,900.7 
1,736.7 

1,946.7 

1,061.4 

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（千人）

根室市 別海町 中標津町 標津町 羅臼町 根室振興局管内計

ウ）観光客入込数・宿泊客延数の推移

根室振興局管内の観光客入込数は平成21年度で約198万人となっているが、その後観光客

入込数が198万人を超える年度はなく、令和元年度の約195万人が最も多くなっている。

図表1-1-1-4 自治体別にみた観光客入込数の推移
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた令和２年度を除いた平成22年度～令和元

年度の観光客入込数伸び率の平均をみると、中標津町の84.1が最も低く、羅臼町で86.9、根

室市で92.5となっている。平成21年度では根室振興局管内の観光客入込数の羅臼町は３割強、

根室市、中標津町は２割前後を占め上位３となっている。その影響力が大きい３市町の観光

客入込数の減少が、根室振興局管内の観光客入込数の伸び悩みの一因になっていることが推

測される。

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
H22-

R1平均

根室市 100.0 96.9 78.7 92.5 92.0 86.7 97.2 93.1 98.0 91.4 98.9 52.1 92.5

別海町 100.0 98.1 112.3 122.0 116.9 118.6 106.3 108.9 119.5 100.0 124.4 63.6 112.7

中標津町 100.0 82.0 88.3 88.1 88.2 85.8 90.7 78.1 77.3 80.8 81.6 55.5 84.1

標津町 100.0 114.2 107.7 112.6 108.8 100.2 104.5 109.0 109.4 90.7 113.6 63.8 107.1

羅臼町 100.0 97.0 82.0 86.6 83.1 84.3 89.9 87.3 88.4 82.4 88.5 43.6 86.9

根室振興局管内計 100.0 97.2 90.8 97.0 94.6 92.2 96.1 93.2 95.9 87.6 98.2 53.5 94.3

40.0
50.0

60.0
70.0

80.0
90.0

100.0

110.0
120.0

130.0

根室市 別海町

中標津町 標津町

羅臼町 根室振興局管内計

図表1-1-1-5 自治体別にみた観光客入込数伸び率の推移（平成21年度を100として）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」を基に作成
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根室振興局管内の宿泊客延数は平成21年度で約24.7万人泊となっており、増減を繰り返し

ながら、平成29年度の27.03万人泊がピークとなり、その後減少傾向となっている。

78.5 76.1 68.3 78.4 89.9 90.1 87.6 93.3 100.8 95.4 103.9 
83.0 

31.0 33.1 
22.7 22.2 

25.7 31.8 28.3 22.6 23.2 19.2 
35.9 

22.4 

50.9 55.4 
56.4 54.9 

56.4 57.8 56.7 55.3 
62.2 64.4 

63.2 

47.6 

13.2 12.1 
11.1 15.0 

15.7 16.7 16.6 16.6 
15.8 12.7 

13.1 

9.2 

73.3 70.4 
71.5 

78.2 
74.3 65.2 80.9 67.9 

68.3 
50.5 

37.5 

22.8 

246.9 247.1 
230.0 

248.7 
262.0 261.6 270.1 

255.7 
270.3 

242.2 
253.6 

185.0 

50

100

150

200

250

300

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（千人泊）

根室市 別海町 中標津町 標津町 羅臼町 根室振興局管内計

図表1-1-1-6 自治体別にみた宿泊客延数の推移
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた令和２年度を除いた平成22年度～令和元

年度の宿泊客延数伸び率の平均をみると、根室振興局管内は102.9となっており、概ね横ば

い状態となっている。一方、別海町は85.4、羅臼町は90.7となっており、減少傾向となって

いる。平成21年度では根室振興局管内の宿泊客延数において羅臼町は約３割を占めており、

観光客入込数の伸び悩みの一因になっていることが推測される。

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
H22-

R1平均

根室市 100.0 96.9 87.0 99.9 114.5 114.8 111.6 118.9 128.4 121.5 132.4 105.7 112.6

別海町 100.0 106.8 73.2 71.6 82.9 102.6 91.3 72.9 74.8 61.9 115.8 72.3 85.4

中標津町 100.0 108.8 110.8 107.9 110.8 113.6 111.4 108.6 122.2 126.5 124.2 93.5 114.5

標津町 100.0 91.7 84.1 113.6 118.9 126.5 125.8 125.8 119.7 96.2 99.2 69.7 110.2

羅臼町 100.0 96.0 97.5 106.7 101.4 88.9 110.4 92.6 93.2 68.9 51.2 31.1 90.7

根室振興局管内計 100.0 100.1 93.2 100.7 106.1 106.0 109.4 103.6 109.5 98.1 102.7 74.9 102.9

30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
110.0
120.0
130.0
140.0

根室市 別海町

中標津町 標津町

羅臼町 根室振興局管内計

図表1-1-1-7 自治体別にみた宿泊客延数伸び率の推移（平成21年度を100として）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」を基に作成
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エ）月別にみた観光客入込数の推移

月別に各自治体の観光客入込数の推移を令和２年度の結果で比較した。根室振興局管内で

は８月が約26.9万人でピークとなっており、根室市以外は同様の傾向となっている。一方、

根室市は９月が6.9万人で最も多くなっている。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

根室市 3.2 0.6 7.6 19.0 34.3 69.0 27.6 16.6 8.8 11.3 6.3 6.8

別海町 2.1 0.6 9.5 25.9 39.9 29.3 22.9 12.5 5.6 3.4 7.6 5.5

中標津町 2.3 4.7 11.3 29.3 57.5 31.9 24.9 13.4 7.0 5.9 7.7 9.6

標津町 1.8 1.4 10.8 25.5 37.4 31.3 32.8 14.1 5.7 19.2 25.0 5.6

羅臼町 2.0 2.9 11.6 32.0 100.1 47.9 53.1 6.9 5.5 2.1 4.1 1.2

根室振興局管内計 11.4 10.2 50.8 131.7 269.2 209.4 161.3 63.5 32.6 41.9 50.7 28.7

0.0
50.0
100.0
150.0
200.0
250.0
300.0

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0
120.0

（千人）（千人）

根室振興局計 根室市

別海町 中標津町

標津町 羅臼町

図表1-1-1-8 月別にみた観光客入込数の推移（令和２年度）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」

月別に根室振興局管内観光客入込数の道外客・道内客の推移をみると、８月に道外客が約

16.5万人、道内客が約10.5万人で最も多くなっている。

3.3 3.6 16.2 50.9 
104.7 79.5 54.4 24.9 10.5 6.4 12.1 9.0 

8.1 6.6 34.6 
80.8 

164.5 
129.9 

106.9 

38.6 22.1 35.5 38.6 19.7 50
100
150
200
250
300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（千人）

道外客 道内客

図表1-1-1-9 月別にみた道外客・道内客の推移（令和２年度）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」

月別に根室振興局管内観光客入込数の日帰客・宿泊客の推移をみると、８月に日帰客が約

24.2万人、宿泊客が約2.8万人で最も多くなっている。

7.5 7.7 43.4 
114.1 

241.5 
189.9 146.3 

52.9 24.2 36.9 44.5 21.5 3.9 2.5 7.4 

17.6 

27.7 
19.5 

15.0 

10.6 8.4 5.0 6.2 7.2 50
100
150
200
250
300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（千人）

日帰客 宿泊客

図表1-1-1-10 月別にみた日帰客・宿泊客の推移（令和２年度）
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」
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オ）観光客入込数からみた根室振興局管内の現状と課題

国内全体でみると、日本人国内延べ旅行者数は平成30年度、令和２年度に大きく減少して

いる。平成30年度の減少は、７月の西日本豪雨、９月の北海道胆振東部地震など自然災害が

多く発生したことやインバウンド政策によるオーバーツーリズム問題、令和２年度は新型コ

ロナウイルス感染症など外的要因が旅行者数の減少に大きく影響している。しかしながら、

そのような影響を受けなかった年度においては、概ね増加傾向となっている。

61,253 61,275 63,095 59,522 60,472 64,108 64,751
56,178 58,710

29,341

29,896 29,720 31,053 29,788 29,173 31,542 32,418
27,073 27,548

13,271

31,356 31,555 32,042 29,734 31,299 32,566 32,333 29,105 31,162

16,070

10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（万人）

延べ旅行者数 うち日帰旅行 うち宿泊旅行

図表1-1-1-11 国内旅行者の推移
資料/観光庁「旅行・観光消費動向調査2020年年間値（確報）」

日本人国内延べ旅行者数の傾向と同様に、北海道全体においても観光客入込数は概ね増加

傾向となっているが、一方で根室振興局管内は横ばい、微減の傾向となっている。その要因

は、前段で述べた通り、道外客の誘引が上手く機能していないことが挙げられる。その背景

には、誘引ポテンシャルが高い羅臼町、根室市、中標津町の３市町の観光客入込数減少、羅

臼町、別海町の宿泊客延数の減少が推測される。

月別にみると、根室市は９月、その他の根室振興局管内町村は８月に観光客入込数が最も

多くなっている。しかしながら、観光入込客数の多い夏場の日帰客と宿泊客が占める割合を

みると、図表1-1-1-12が示すとおり、根室振興局管内の宿泊客は全道に比べ低くなっている。

今後、根室振興局管内の観光入込客数を増加させるためには、夏場の宿泊客を増やす施策を

講じる必要があると思われる。

65.8 
75.5 

85.4 86.6 

89.7 90.7 90.7 83.3 

74.2 

88.1 87.8 

74.9 

88.4 
92.7 

90.4 87.8 

87.0 85.4 82.7 78.6 

79.3 
84.8 84.7 

82.5 

34.2 
24.5 

14.6 13.4 

10.3 9.3 9.3 16.7 

25.8 

11.9 12.2 

25.1 

11.6 7.3 9.6 12.2 

13.0 14.6 17.3 21.4 

20.7 
15.2 15.3 

17.5 10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（％）

日帰客（根室振興局管内） 宿泊客（根室振興局管内） 日帰客（全道） 宿泊客（全道）

図表1-1-1-12 日帰客・宿泊客割合の全道と根室振興局管内の比較
資料/北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」を基に作成
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（２）根室地域における観光動向調査

➀ 調査概要

ア）目的

根室地域において周遊観光を促進するため、観光目的で訪れた観光客を対象に、旅行者の

旅行目的や根室地域における周遊動向などを把握することを目的とする。

イ）調査方法

WEB調査、現地調査、宿泊施設の３種の調査手法を用いて実施した。

a.WEB調査：インターネットモニター調査

b.現地調査：空港、道の駅での調査員による聞き取り調査

c.宿泊施設調査：宿泊客への留置調査

※WEB調査では旅行目的の「仕事・出張」「実家への帰省等」をスクリーニングで除外し、

観光目的に限定して実施した。そのため、上記２項目は現地調査及び宿泊移設調査での回答

のみとなる。

ウ）調査対象

●WEB調査：根室地域を観光目的で訪れた登録モニター500件

2019年度夏季（2019年7～9月）に根室地域を訪れた観光客 100件

2020年度夏季（2020年7～9月）に根室地域を訪れた観光客 100件

2021年度夏季（2021年7～9月）に根室地域を訪れた観光客 100件

2019年度冬季（2019年12月～2020年2月）に根室地域を訪れた観光客 100件

2020年度冬季（2020年12月～2021年2月）に根室地域を訪れた観光客 100件

合 計 500件

●現地調査：釧路空港、道の駅スワン44ねむろ、道の駅知床・らうすを訪れた観光客

実施場所
実施日

小計
1/8（土） 1/9（日）

釧路空港 7 8 15

道の駅スワン44ねむろ 39 44 83

道の駅知床・らうす 12 16 28

合 計 58件 68件 126件

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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●宿泊施設調査：根室地域の宿泊施設に宿泊した方

宿泊施設名 件数

根室グランドホテル（根室市） 31件

ホテルねむろ海陽亭（根室市） 7件

トーヨーグランドホテル（中標津町） 18件

湯宿だいいち（中標津町） 1件

ホテル峰の湯（羅臼町） 8件

合 計 65件

エ）調査内容

旅行目的、同行者、旅行前の情報入手先・予約手段、コロナ禍による旅先の選択の変化、

体験観光コンテンツ、根室地域の訪問場所及び利用交通手段等

オ）実施時期

a.WEB調査：2021年12月22日（水）～2021年12月28日（火）

b.現地調査：2022年1月8日（土）・9日（日）

c.宿泊施設調査：2021年12月1日（水）～2022年2月1日（火）

カ）集計方法等

• 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現している。

• 「ｎ」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示している。

• 百分率による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を100％として算出し、

本文及び図表の数字に関しては、全て小数第2位以下を四捨五入し、小数第1位までを表

記する。このため、全ての割合の合計が100％にならないことがある。また、複数回答

（2つ以上選ぶ問）の設問では、全ての割合の合計が100％を超えることがある。

• 表中の「0.0」は四捨五入の結果又は、回答者が皆無であることを表す。

• 質問文を省略している場合がある。

• グラフ及び文章中、選択肢を省略している場合がある。

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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② 調査票

（現地調査用）

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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（続き）
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（WEB用）

（北海道） （根室地域）

＜訪問回数＞

＜泊数＞

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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（続き）
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（続き）
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（続き）
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（続き）
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（続き）

※７番目まで同じ、２番目以降は㊱「旅行終了（居住地）」
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※７番目まで同じ

（続き）
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③ 調査結果

ア）回答者属性

●居住地（問11）

全体の53.0％が「道外」、「道内根室地域外」が44.1％となっている。

(n=691) 2.3 44.1 53.0 0.6 

根室地域 道内根室地域以外 道外 無回答
(%)

図表1-2-3-1 居住地

●性別（問11）

全体の65.1％が「男」、33.9％が「女」となっている。

(n=691) 65.1 33.9 1.0 

男 女 無回答 (%)

図表1-2-3-2 性別

●年齢（問11）

全体の26.5％が「50代」で最も多く、次いで「40代」が24.7％、「30代」「60歳以上」が
各々18.7％となっている。

(n=691) 10.3 18.7 24.7 26.5 18.7 1.2 

20代以下 30代 40代 50代 60歳以上 無回答
(%)

図表1-2-3-3 年齢

●世帯年収（問11）

全体の17.5％が「1,000万円以上」で最も多く、次いで「300万円未満」が12.3％、「400～
500万円未満」が11.7％、「500～600万円未満」が10.9％、「300～400万円未満」が10.1％
となっている。

(n=691)

12.3 

10.1 

11.7 

10.9 

8.7 

8.8 

5.1 

6.7 

17.5 

3.0 

5.2 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

300 万円未満

300 ～400 万円未満

400 ～500 万円未満

500 ～600 万円未満

600 ～700 万円未満

700 ～800 万円未満

800 ～900 万円未満

900 ～1,000 万円未満

1,000 万円以上

収入なし

無回答

(%)

図表1-2-3-4 世帯年収
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イ）旅行動向

●訪問回数

全体の53.0％が「道外」、「道内根室地域外」が44.1％となっている。

問２ これまでの北海道や根室地域への訪問回数と今回の泊数をお答えください。

回答条件：道外居住者

【北海道への訪問回数】

全体の40.2％が「１回」で最も多く、次いで「５回以上」が32.2％となっている。

訪問季節別にみると、夏季訪問客は冬季訪問客に比べ「１回」、冬季訪問客は夏季訪問客に

比べ「５回以上」が多くなっている。

年代別にみると、30代以下は他の年代層に比べ「１回」が多く、50代以上では「５回以上」

が多くなっている。

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回以上 無回答

全体(n=366) 40 .2 10 .7 11 .2 3 .3 32 .2 2 .5

夏季訪問客(n=185) 53.0 8.1 10.3 2.7 25.9 0.0

冬季訪問客(n=181) 27.1 13.3 12.2 3.9 38.7 5.0

20代以下(n=48) 52.1 8.3 20.8 2.1 16.7 0.0

30代(n=70) 55.7 10.0 10.0 4.3 18.6 1.4

40代(n=90) 35.6 16.7 5.6 3.3 36.7 2.2

50代(n=92) 34.8 6.5 12.0 1.1 40.2 5.4

60歳以上(n=63) 30.2 9.5 12.7 4.8 41.3 1.6

根室地域(n=-) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

道内根室地域以外(n=-) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

道外(n=366) 40.2 10.7 11.2 3.3 32.2 2.5

１回(n=235) 60.9 10.2 10.6 3.0 14.0 1.3

２回以上(n=126) 1.6 10.3 11.9 4.0 67.5 4.8

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

40.2 

10.7 11.2 
3.3 

32.2 

2.5 
0

10

20

30

40

50
(%)

図表1-2-3-5 北海道への訪問回数
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【北海道への泊数】

全体の34.0％が「３泊以上」で最も多く、次いで「２泊」が23.4％、「日帰り」が19.5％、

「１泊」が16.6％となっている。

年代別にみると、50代以上は40代以下に比べ「３泊以上」が多くなっている。

居住地別にみると、道外は「３泊以上」が半数近くを占めている。

日帰り 1 泊 2 泊 3 泊以上 無回答

全体(n=691) 19 .5 16 .6 23 .4 34 .0 6 .4

夏季訪問客(n=300) 16.7 18.0 26.7 37.7 1.0

冬季訪問客(n=391) 21.7 15.6 21.0 31.2 10.5

20代以下(n=71) 22.5 21.1 25.4 22.5 8.5

30代(n=129) 24.8 17.1 24.0 27.1 7.0

40代(n=171) 19.3 18.1 25.7 31.0 5.8

50代(n=183) 20.2 16.4 16.9 42.6 3.8

60歳以上(n=129) 13.2 10.9 28.7 40.3 7.0

根室地域(n=16) 81.3 12.5 0.0 0.0 6.3

道内根室地域以外(n=305) 28.2 21.3 22.3 19.0 9.2

道外(n=366) 9.8 13.1 25.4 48.4 3.3

１回(n=343) 15.5 21.0 27.4 33.8 2.3

２回以上(n=308) 20.1 11.4 21.1 38.6 8.8

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

19.5 
16.6 

23.4 

34.0 

6.4 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

(%)

図表1-2-3-6 北海道への泊数
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【根室地域への訪問回数】

全体の52.5％が「１回」で最も多く、次いで「５回以上」が20.7％、「２回」が15.3％と

なっている。

訪問季節別にみると、夏季訪問客は冬季訪問客に比べ「１回」、冬季訪問客では夏季訪問客

に比べ「５回以上」が多くなっている。

年代別にみると、30代以下は40代以上に比べ「１回」「２回」が多くなっている。

居住地別にみると、道外は「１回」が過半数を占めている。

回答条件：根室地域以外居住者

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回以上 無回答

全体(n=653) 52 .5 15 .3 8 .4 2 .1 20 .7 0 .9

夏季訪問客(n=300) 69.0 13.0 6.3 0.7 10.7 0.3

冬季訪問客(n=353) 38.5 17.3 10.2 3.4 29.2 1.4

20代以下(n=68) 60.3 20.6 5.9 4.4 8.8 0.0

30代(n=117) 56.4 21.4 4.3 1.7 15.4 0.9

40代(n=164) 48.8 14.0 7.3 3.0 26.2 0.6

50代(n=176) 51.7 13.1 9.1 1.1 23.3 1.7

60歳以上(n=121) 51.2 10.7 14.0 0.8 22.3 0.8

根室地域(n=-) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

道内根室地域以外(n=288) 37.2 18.4 11.1 1.0 30.6 1.7

道外(n=361) 65.1 12.7 6.4 2.8 12.7 0.3

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

訪問季節

年代

居住地

52.5 

15.3 
8.4 

2.1 

20.7 

0.9 
0

10

20

30

40

50

60
(%)

図表1-2-3-7 根室地域への訪問回数
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【根室地域への泊数】

全体の「１泊」が30.8％、「日帰り」が30.0％と拮抗しており、次いで「２泊」が21.9％、

「３泊」が13.9％となっている。

年代別にみると、30代以下は40代以上に比べ「日帰り」が多くなっている。

根室訪問経験別にみると、２回以上は１回に比べ「３泊以上」が多くなっている。

根室訪問年別にみると、「２泊」が減少傾向となっており、宿泊日数の短期化が推察される。

日帰り 1 泊 2 泊 3 泊以上 無回答

全体(n=691) 30 .0 30 .8 21 .9 13 .9 3 .5

夏季訪問客(n=300) 25.3 35.7 25.3 13.7 0.0

冬季訪問客(n=391) 33.5 27.1 19.2 14.1 6.1

20代以下(n=71) 39.4 32.4 16.9 9.9 1.4

30代(n=129) 37.2 24.8 18.6 14.7 4.7

40代(n=171) 26.9 31.0 26.9 12.9 2.3

50代(n=183) 30.1 32.2 18.6 14.8 4.4

60歳以上(n=129) 23.3 31.8 26.4 16.3 2.3

根室地域(n=16) 81.3 12.5 0.0 0.0 6.3

道内根室地域以外(n=305) 39.3 25.9 22.0 9.2 3.6

道外(n=366) 20.2 35.5 23.0 18.6 2.7

１回(n=343) 26.2 41.4 20.7 9.9 1.7

２回以上(n=308) 30.2 21.1 25.3 19.8 3.6

2019年(n=200) 21.0 32.0 30.5 16.5 0.0

2020年(n=200) 33.5 31.0 21.5 14.0 0.0

2021年(n=291) 33.7 29.9 16.2 12.0 8.2

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

根室
訪問年

30.0 30.8 

21.9 

13.9 

3.5 

0

10

20

30

40
(%)

図表1-2-3-8 根室地域への泊数
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●旅行時の重視項目

問７ 普段、宿泊旅行を行う際に重視することをお答えください。(いくつでも)。

「複数のエリアを周遊する」が40.1％で最も多く、次いで「自然やアクティビティ、アウ

トドアを楽しむ」が36.2％、「一か所でのんびり過ごす」が26.0％、「できるだけ費用を抑

える」が24.9％となっている。

訪問季節別にみると、夏季訪問客は冬季訪問客に比べ「複数のエリアを周遊する」、一方、

冬季訪問客は夏季訪問客に比べ「その日その日で行動を決める」が多くなっている。

年代別にみると、60歳以上は50代以下に比べ「自然やアクティビティ、アウトドアを楽し

む」が多くなっている。

居住地別にみると、道外は道内に比べ「複数のエリアを周遊する」が多くなっている。

一か所で
のんびり
過ごす

複数のエ
リアを周遊

する

自然やア
クティビ

ティ、アウ
トドアを楽

しむ

できるだけ
費用を抑

える

本物志向・
高級感を
求める

その日そ
の日で行
動を決める

その土地
の文化・歴
史を詳しく
知りたい

博物館、
美術館や
アートなど
を楽しむ

テレビや
雑誌で取
り上げられ
た有名・定
番の食・名
所・体験を
おさえたい

SNS
（Instagra

m や
Twitter

等）などで
インフルエ
ンサーが
発信した
オススメを
訪ねたい。
またSNS
で共有し

たい

イベント・
祭りなどに
参加し、そ
の土地の
人と触れ
合い現地
の日常を
感じたい

特に何も
考えてい

ない( 同行
者につい
ていく)

その他

全体(n= 691 ) 2 6. 0 40 .1 3 6. 2 24 .9 1 2. 7 18 .2 1 9. 1 10 . 3 1 7. 8 6 . 5 9. 0 4. 2 2 .0

夏季訪問客(n=300) 26.3 46.3 32.7 29.0 13.3 10.7 21.3 10.7 15.0 5.3 7.3 5.0 1.0
冬季訪問客(n=391) 25.8 35.3 38.9 21.7 12.3 24.0 17.4 10.0 19.9 7.4 10.2 3.6 2.8

20代以下(n=71) 26.8 42.3 35.2 31.0 11.3 23.9 15.5 9.9 15.5 14.1 12.7 7.0 0.0

30代(n=129) 27.1 44.2 34.9 21.7 17.8 17.8 17.1 7.8 20.9 9.3 7.8 3.1 0.0

40代(n=171) 24.0 41.5 39.8 21.6 14.6 17.5 19.9 14.0 22.2 8.2 14.6 5.3 1.8

50代(n=183) 27.9 34.4 29.5 27.3 10.4 16.4 20.2 8.2 14.8 3.3 3.8 3.8 2.2
60歳以上(n=129) 25.6 40.3 41.9 26.4 10.1 19.4 20.2 10.9 15.5 2.3 7.8 2.3 5.4

根室地域(n=16) 31.3 12.5 31.3 6.3 6.3 18.8 0.0 0.0 37.5 6.3 12.5 6.3 0.0

道内根室地域以外(n=305) 25.9 35.1 37.4 27.5 10.8 21.6 17.7 7.9 18.4 5.2 9.2 3.3 2.3

道外(n=366) 25.7 45.4 35.5 23.5 14.8 15.6 21.3 12.8 16.7 7.7 8.7 4.9 1.9

１回(n=343) 23.3 43.1 32.7 23.9 12.2 15.2 20.1 9.0 16.3 6.7 7.9 6.4 1.2
２回以上(n=308) 27.6 39.9 40.6 28.2 13.6 21.8 18.8 12.7 18.8 6.5 10.4 1.9 3.2

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

26.0 

40.1 
36.2 

24.9 

12.7 
18.2 19.1 

10.3 
17.8 

6.5 9.0 
4.2 2.0 

0

10

20

30

40

50
(%)

図表1-2-3-9 旅行時の重視項目
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【クラスター分析】

旅行時の重視項目の回答内容をクラスター分析することで、選択肢の集約を図った。

クラスター分析の結果、回答者の志向は「のんびりリラックス層」「節約志向層」「周遊志

向層」「文化・交流志向層」「自然・アクティビティ志向層」の５つに分けられた。最も出

現率が高いのは「自然・アクティビティ志向層」で29.5％、次いで「のんびりリラックス

層」が21.9％となっている。

※クラスター分析とは ――
データから距離を計算し、その距離関係からグループ（クラスタ）を作っていく方法。距離

が近い人から順にクラスタを作っていき、最終的に一つのクラスタになる。

そのクラスタ化のプロセスを見て、いくつかのグループに分けるのがクラスター分析の目的

である。

＜クラスター１【のんびりリラックス層】/全体の21.9％(n=151)＞ ＜クラスター２【節約志向層】/全体の19.0％(n=131)＞
世帯年収 世帯年収

女性 無回答 根室地域
道内根室

地域以外
道外 無回答 平均（万円） 女性 無回答 根室地域

道内根室

地域以外
道外 無回答 平均（万円）

39.7 0.7 3.3 42.4 53.0 1.3 669 28.2 0.0 0.8 50.4 48.9 0.0 559

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

9.3 21.9 21.9 28.5 15.9 2.0 0.7 10.7 20.6 22.9 28.2 17.6 0.0 0.0

２回以上
北海道

在住
無回答 １回 ２回以上

根室地域

在住
無回答 ２回以上

北海道

在住
無回答 １回 ２回以上

根室地域

在住
無回答

29.1 47.0 1.3 47.7 43.0 3.3 6.0 32.8 51.1 0.0 50.4 48.1 0.8 0.8

1 一か所でのんびり過ごす 100.0 1 できるだけ費用を抑える 100.0

2 自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ 23.8 2 複数のエリアを周遊する 56.5

3 できるだけ費用を抑える 17.2 3 自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ 31.3

本物志向・高級感を求める 13.9 4 19.1

その日その日で行動を決める 13.9 5 その土地の文化・歴史を詳しく知りたい 18.3

＜クラスター３【周遊志向層】/全体の21.4％(n=148)＞ ＜クラスター４【文化・交流志向層】/全体の8.2％(n=57)＞
世帯年収 世帯年収

女性 無回答 根室地域
道内根室

地域以外
道外 無回答 平均（万円） 女性 無回答 根室地域

道内根室

地域以外
道外 無回答 平均（万円）

28.4 2.0 1.4 37.2 60.1 1.4 649 26.3 1.8 0.0 42.1 57.9 0.0 766

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

10.8 18.9 23.6 23.0 20.9 0.7 2.0 10.5 14.0 36.8 21.1 15.8 0.0 1.8

２回以上
北海道

在住
無回答 １回 ２回以上

根室地域

在住
無回答 ２回以上

北海道

在住
無回答 １回 ２回以上

根室地域

在住
無回答

37.8 39.9 0.0 54.7 41.2 1.4 2.7 35.1 42.1 3.5 45.6 52.6 0.0 1.8

1 複数のエリアを周遊する 100.0 1 その土地の文化・歴史を詳しく知りたい 91.2

2 自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ 29.7 2 博物館、美術館やアートなどを楽しむ 78.9

3 15.5 3 複数のエリアを周遊する 73.7

4 その土地の文化・歴史を詳しく知りたい 12.2 4 自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ 66.7

5 その日その日で行動を決める 9.5 5 本物志向・高級感を求める 64.9

＜クラスター５【自然・アクティビティ志向層】/全体の29.5％(n=204)＞
世帯年収

女性 無回答 根室地域
道内根室
地域以外

道外 無回答 平均（万円）

39.2 1.0 3.9 47.1 49.0 0.0 656

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

9.8 16.2 25.5 27.9 16.2 2.5 1.5

２回以上
北海道
在住

無回答 １回 ２回以上
根室地域

在住
無回答

23.0 51.0 2.5 48.0 41.7 3.9 6.4

1 自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ 44.6

2 その日その日で行動を決める 24.0

3 14.7

4 その土地の文化・歴史を詳しく知りたい 13.2

5 本物志向・高級感を求める 6.9

69.6 71.9

テレビや雑誌で取り上げられた有名・定番の

食・名所・体験をおさえたい

　比較的女性が多く、一か所でのん

びり過ごし、自然やアクティビティ、ア
ウトドアに関心が高い。

　比較的男性、北海道居住者が多

く、クラスターの中で最も世帯年収が
低い。コストパフォーマンスを重視し、

自然やアクティビティ、アウトドアに関
心が高い。

　比較的男性、60代以上、道外居住
者、北海道来訪経験２回以上が多

い。複数のエリアを周遊する傾向が
強い。

　比較的男性、40歳代、根室地域来
訪経験２回以上が多く、クラスターの

中で最も世帯年収が高い。全般的に
関心が高く、特にその土地の文化・

歴史、博物館、美術館やアートに対
する関心が強い。

　比較的女性、北海道居住者が多

い。自然やアクティビティ、アウトドア
が最も高くなっているが、全般的に関

心は低い。

北海道来訪経験(%) 根室地域来訪経験(% )

１回

23.5

旅行時の重視項目（上位５）(% ) クラスターの特徴

0.5

北海道来訪経験(% )

0.0

年齢(%)

20歳未満

根室地域来訪経験(%)

年齢(% )

20歳未満

0.0

北海道来訪経験(%) 根室地域来訪経験(% )

年齢(% )

20歳未満

１回

22.3

１回

19.3

性別(%)

男性

59.8

クラスターの特徴

テレビや雑誌で取り上げられた有名・定番の
食・名所・体験をおさえたい

旅行時の重視項目（上位５）(% )旅行時の重視項目（上位５）(% )

居住地(% )

クラスターの特徴

クラスターの特徴

根室地域来訪経験(% )

１回

16.0

北海道来訪経験(% ) 根室地域来訪経験(%)

性別(% )

男性

71.8

性別(% )

男性

テレビや雑誌で取り上げられた有名・定番の
食・名所・体験をおさえたい

居住地(% )

居住地(% )

旅行時の重視項目（上位５）(% ) クラスターの特徴

年齢(%)

20歳未満

0.0

性別(%)

男性

59.6

性別(%)

男性

4

22.5

旅行時の重視項目（上位５）(% )

居住地(% )

居住地(% )

北海道来訪経験(%)

１回

年齢(% )

20歳未満

0.0

●各クラスターの特徴
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＜各クラスターの宿泊旅行を重視するポイントの特徴＞

一か所でのんびり過ごす

複数のエリアを周遊する

自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ

できるだけ費用を抑える

本物志向・高級感を求める

その日その日で行動を決める

その土地の文化・歴史を詳しく知りたい

博物館、美術館やアートなどを楽しむ

テレビや雑誌で取り上げられた有名・定番

の食・名所・体験をおさえたい

SNS（InstagramやTwitter等）などでインフ

ルエンサーが発信したオススメを訪ねた

い。またSNSで共有したい

イベント・祭りなどに参加し、その土地の人

と触れ合い現地の日常を感じたい

特に何も考えていない

(同行者についていく)

のんびりリラックス層 節約志向層 周遊志向層 文化・交流志向層 自然・アクティビティ志向層

※因子得点を標準化している

図表1-2-3-10 各クラスターの特徴
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●旅の主な目的

問１ 今回の旅の主な目的をお答えください。( １つだけ)

全体の75.7％が「観光旅行」となっている。

訪問季節別にみると、夏季訪問客は冬季訪問客に比べ「観光旅行」が多くなっている。

年代別にみると、20代以下は30代以上に比べ「観光旅行」が多くなっている。

根室訪問経験別にみると、１回は２回以上に比べ「観光旅行」が多くなっている。

クラスター別にみると、のんびりリラックス層は他のクラスターに比べ「観光旅行」が少な

くなっている。

観光旅行
仕事と観
光を兼ね

て

仕事・出張
実家への

帰省

友人、家

族等訪問
冠婚葬祭 その他 無回答

全体(n=691) 75 .7 11 .3 2 .9 1 .4 5 .2 1 .0 2 .3 0 .1

夏季訪問客(n=300) 82.0 12.0 0.0 0.0 3.7 0.3 1.7 0.3

冬季訪問客(n=391) 70.8 10.7 5.1 2.6 6.4 1.5 2.8 0.0

20代以下(n=71) 81.7 8.5 0.0 4.2 2.8 0.0 2.8 0.0

30代(n=129) 70.5 12.4 3.1 1.6 9.3 0.0 2.3 0.8

40代(n=171) 72.5 13.5 4.7 1.8 3.5 1.2 2.9 0.0

50代(n=183) 76.5 10.9 3.3 1.1 3.8 1.1 3.3 0.0

60歳以上(n=129) 79.8 10.1 0.8 0.0 7.0 2.3 0.0 0.0

根室地域(n=16) 50.0 0.0 18.8 0.0 18.8 12.5 0.0 0.0

道内根室地域以外(n=305) 71.8 9.8 3.6 2.0 5.9 1.6 4.9 0.3

道外(n=366) 80.3 13.1 1.1 1.1 4.1 0.0 0.3 0.0

１回(n=343) 81.3 12.5 0.3 0.3 3.2 0.6 1.5 0.3

２回以上(n=308) 73.1 10.7 3.9 2.3 6.2 1.0 2.9 0.0

2019年(n=200) 79.5 12.5 0.0 0.0 5.5 0.5 2.0 0.0

2020年(n=200) 72.0 16.0 0.0 0.0 6.5 1.0 4.5 0.0

2021年(n=291) 75.6 7.2 6.9 3.4 4.1 1.4 1.0 0.3

のんびりリラックス層(n=151) 68.2 15.9 4.6 1.3 6.0 2.0 2.0 0.0

節約志向層(n=131) 76.3 6.9 2.3 3.1 6.1 0.8 3.8 0.8

周遊志向層(n=148) 80.4 9.5 1.4 1.4 4.7 0.7 2.0 0.0

文化・交流志向層(n=57) 80.7 15.8 0.0 0.0 1.8 0.0 1.8 0.0

自然・アクティビティ志向層(n=204) 76.0 10.8 3.9 1.0 5.4 1.0 2.0 0.0

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

根室
訪問年

75.7 

11.3 
2.9 1.4 5.2 1.0 2.3 0.1 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
(%)

図表1-2-3-11 旅の主な目的
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●同行者

問３ 今回の同行者の種類をお答えください。(いくつでも)

【同行者の種類】

全体の32.9％が「夫婦・カップル」で最も多く、次いで「一人旅」が28.5％、「家族旅行

（子供連れ）」が20.8％となっている。

年代別にみると、60歳以上は50代以下に比べ「夫婦・カップル」が多くなっている。

居住地別にみると、道内根室地域以外は他の居住地に比べ「夫婦・カップル」が多くなって

いる。

根室訪問年別にみると、2021年では2020年以前に比べ「一人旅」が多くなっている。

クラスター別にみると、のんびりリラックス層は他のクラスターに比べ「その他家族（両

親・姉妹など）」、文化・交流志向層では「家族旅行（子供連れ）」が多くなっている。

一人旅
夫婦・カッ

プル
家族旅行(
子供連れ)

その他家
族( 両親・
姉妹など)

友人・知人
仕事・職場

関係
その他 無回答

全体(n=691) 28 .5 32 .9 20 .8 5 .5 11 .6 5 . 2 0 .4 0 .1

夏季訪問客(n=300) 23.3 40.0 20.7 5.7 11.0 2.7 0.3 0.0

冬季訪問客(n=391) 32.5 27.4 21.0 5.4 12.0 7.2 0.5 0.3

20代以下(n=71) 32.4 23.9 15.5 11.3 21.1 2.8 1.4 0.0

30代(n=129) 27.9 27.9 28.7 3.1 10.1 4.7 0.0 0.0

40代(n=171) 27.5 21.6 29.2 8.8 13.5 8.2 0.0 0.6

50代(n=183) 31.1 36.1 17.5 4.4 7.7 6.0 1.1 0.0

60歳以上(n=129) 21.7 55.0 10.1 2.3 10.9 2.3 0.0 0.0

根室地域(n=16) 12.5 25.0 25.0 12.5 6.3 12.5 0.0 6.3

道内根室地域以外(n=305) 24.3 39.0 18.4 4.3 11.5 6.9 0.0 0.0

道外(n=366) 32.5 28.4 22.7 6.3 11.7 3.6 0.8 0.0

１回(n=343) 28.0 36.2 19.5 5.0 8.7 3.5 0.6 0.0

２回以上(n=308) 30.2 28.9 23.1 6.2 14.9 5.8 0.3 0.0

2019年(n=200) 20.5 32.0 25.0 6.5 15.5 5.5 0.5 0.0

2020年(n=200) 20.5 41.5 21.5 10.0 11.0 6.0 0.0 0.0

2021年(n=291) 39.5 27.5 17.5 1.7 9.3 4.5 0.7 0.3

のんびりリラックス層(n=151) 33.1 31.1 23.2 10.6 7.9 3.3 0.0 0.7

節約志向層(n=131) 32.8 37.4 16.8 1.5 9.2 5.3 0.8 0.0

周遊志向層(n=148) 25.7 34.5 19.6 2.7 14.2 3.4 0.0 0.0

文化・交流志向層(n=57) 22.8 35.1 28.1 8.8 14.0 8.8 0.0 0.0

自然・アクティビティ志向層(n=204) 26.0 29.4 20.6 5.4 13.2 6.9 1.0 0.0

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

根室
訪問年

28.5 
32.9 

20.8 

5.5 
11.6 

5.2 
0.4 0.1 
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図表1-2-3-12 同行者
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【訪問人数】

全体の41.0％が「２人」で最も多く、次いで「１人」が28.9％、「３～４人」が22.7％と

なっている。

年代別にみると、40代は他の年代層に比べ「３～４人」、60歳以上は「２人」が多くなって

いる。

根室訪問年別にみると、2021年では「１人」が約４割を占め、また「３～４人」は減少傾向

となっており、訪問人数の少数化が推察される。

１人 ２人 ３～４人 ５～９人 10人以上 無回答

全体(n=691) 28 .9 41 .0 22 .7 4 .2 0 .6 2 .6

夏季訪問客(n=300) 23.3 46.0 26.3 3.7 0.3 0.3

冬季訪問客(n=391) 33.2 37.1 19.9 4.6 0.8 4.3

20代以下(n=71) 32.4 32.4 22.5 7.0 1.4 4.2

30代(n=129) 28.7 37.2 25.6 4.7 0.8 3.1

40代(n=171) 28.1 30.4 33.9 5.3 0.0 2.3

50代(n=183) 31.7 45.4 16.9 2.2 1.1 2.7

60歳以上(n=129) 21.7 59.7 14.0 3.9 0.0 0.8

根室地域(n=16) 12.5 50.0 12.5 18.8 0.0 6.3

道内根室地域以外(n=305) 25.2 45.6 22.3 3.3 0.0 3.6

道外(n=366) 32.5 37.2 23.5 4.4 1.1 1.4

１回(n=343) 28.0 44.0 22.7 3.8 0.9 0.6

２回以上(n=308) 30.8 36.7 24.4 4.2 0.3 3.6

2019年(n=200) 20.5 42.5 30.5 5.5 0.5 0.5

2020年(n=200) 20.5 46.5 25.5 4.5 0.0 3.0

2021年(n=291) 40.5 36.1 15.5 3.1 1.0 3.8

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

訪問季節

年代

居住地

根室
訪問経験

根室
訪問年

28.9 

41.0 

22.7 

4.2 
0.6 2.6 
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図表1-2-3-13 訪問人数
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●情報入手先

問４ 旅行前の情報入手先をお答えください。(いくつでも)

全体では32.9％で「宿泊予約サイト」が最も多く、次いで「WEB/旅行会社」が26.0％、

「WEB/宿泊施設」が20.8％、「WEB/観光協会」が20.1％となっている。

年代別にみると、「SNS(Instagram ・Twitter 等)」は若年層ほど多くなっている。

居住地別にみると、道外は道内に比べ「WEB/旅行会社」が多くなっている。

クラスター別にみると、文化・交流志向層は他のクラスターに比べ全般的に情報感度が高く

なっている。

WEB/
旅行会

社

WEB/
宿泊施

設

WEB/
観光協

会

宿泊予
約サイ

ト

口コミ・
比較サ

イト

SNS(In
stagra
m ・

Twitter
等)

動画サ
イト

(YouTu

be等)

ブログ テレビ 雑誌
ガイド
ブック

友人等
の口コ

ミ

地図ア
プリ

その他 無回答

全体(n= 691) 26 . 0 20 . 8 20 . 1 32 . 9 15 . 5 12 .2 11 .7 7 .4 8 .5 13 .2 17 .2 14 .8 14 .3 3 .9 7 .2

夏季訪問客(n=300) 29 .7 20 .3 20 .7 37 .7 14.7 10.0 10.0 7.7 8.7 15.0 22.0 12.0 15.7 2.7 3.0

冬季訪問客(n=391) 23 .3 21 .2 19 .7 29 .2 16.1 13.8 13.0 7.2 8.4 11.8 13.6 16.9 13.3 4.9 10.5

20代以下(n=71) 26 .8 28 .2 25 .4 32 .4 25.4 28.2 16.9 14.1 11.3 18.3 18.3 18.3 21.1 1.4 2.8

30代(n=129) 28 .7 21 .7 19 .4 31 .0 18.6 18.6 14.0 8.5 7.0 8.5 19.4 11.6 10.9 0.0 7.0

40代(n=171) 33 .3 24 .0 24 .6 35 .7 18.7 14.0 15.2 9.4 13.5 15.2 13.5 19.3 12.9 3.5 7.0

50代(n=183) 18 .0 16 .4 17 .5 29 .5 7.1 5.5 9.3 5.5 6.0 11.5 17.5 12.0 15.8 6.6 8.2

60歳以上(n=129) 25 .6 17 .8 15 .5 34 .1 14.7 4.7 5.4 3.1 5.4 14.0 19.4 14.0 14.0 6.2 8.5

根室地域(n=16) 6 .3 6 .3 6.3 12 .5 18.8 25.0 6.3 0.0 0.0 0.0 6.3 18.8 0.0 6.3 18.8

道内根室地域以外(n=305) 12 .8 16 .7 15 .4 28 .2 11.5 11.1 8.2 6.2 7.2 15.1 12.1 17.4 16.1 5.9 13.1

道外(n=366) 38 .0 24 .9 24 .6 36 .9 18.9 12.6 15.0 8.7 10.1 12.0 22.1 12.6 13.4 2.2 1.9

１回(n=343) 29 .7 21 .6 18 .7 37 .3 15.7 9.9 11.7 6.4 8.7 11.4 17.2 8.5 13.7 2.3 4.4

２回以上(n=308) 24 .7 21 .4 23 .7 29 .2 15.6 14.3 12.7 9.1 8.8 16.2 17.9 21.8 16.6 4.5 9.1

のんびりリラックス層(n=151) 31 .1 17 .9 13 .2 28 .5 11.9 6.6 13.9 4.6 8.6 12.6 13.9 17.9 12.6 4.6 6.0

節約志向層(n=131) 20 .6 19 .1 26 .7 38 .2 12.2 12.2 11.5 8.4 9.2 13.0 20.6 10.7 15.3 3.8 7.6

周遊志向層(n=148) 23 .6 23 .0 20 .9 32 .4 16.2 10.1 7.4 3.4 4.1 8.1 18.9 11.5 12.2 2.0 5.4

文化・交流志向層(n=57) 57 .9 47 .4 49 .1 64 .9 38.6 40.4 36.8 31.6 31.6 40.4 38.6 35.1 36.8 1.8 0.0

自然・アクティビティ志向層(n=204) 18 .6 15 .2 12 .3 24 .0 13.2 9.8 6.4 4.9 4.9 9.8 10.3 11.8 10.3 5.4 11.3

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室

訪問経験

26.0 
20.8 20.1 

32.9 

15.5 
12.2 11.7 

7.4 8.5 
13.2 

17.2 14.8 14.3 
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図表1-2-3-14 情報入手先
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●旅行前の予約手段

問５ 旅行前の宿や移動の予約手段をお答えください。(いくつでも)

全体では46.7％で「旅行予約サイト」が最も多く、次いで「宿泊施設のHP」が20.5％となっ

ている。

年代別にみると、20代以下は30代以上に比べ「旅行会社の店舗往訪（パッケージツアー）」

「宿泊施設のHP」が多くなっている。

居住地別にみると、道外は道内に比べ「旅行会社の店舗往訪（パッケージツアー）」「旅行

会社の店舗往訪（個別手配）」「旅行会社のHP（パッケージツアー）」「交通事業者のHP」

が多くなっている。

クラスター別にみると、文化・交流志向層は他のクラスターに比べ全般的に高くなっている。

旅行会社

の店舗往
訪（パッ

ケージツ

アー）

旅行会社
の店舗往

訪（個別
手配）

旅行会社

のHP
（パッ

ケージツ

アー）

宿泊施設
に直接電

話

宿泊施設

のHP

旅行予約

サイト

交通事業
者の店舗

往訪

交通事業

者のHP
その他 無回答

全体(n =69 1) 10. 7 11 .3 1 2. 4 15. 3 20 .5 4 6.7 3. 8 9. 1 5.9 6. 9

夏季訪問客(n=300) 11.7 11.0 10.0 13.0 21.7 44.0 2.3 9.7 4.7 5.0

冬季訪問客(n=391) 10.0 11.5 14.3 17.1 19.7 48.8 4.9 8.7 6.9 8.4

20代以下(n=71) 21.1 15.5 16.9 21.1 31.0 49.3 9.9 18.3 4.2 1.4

30代(n=129) 15.5 16.3 12.4 14.7 24.0 41.9 5.4 9.3 2.3 6.2

40代(n=171) 11.7 12.9 15.2 12.3 20.5 53.2 3.5 9.9 5.8 5.8

50代(n=183) 6.6 10.4 8.7 14.8 15.3 42.1 2.2 7.7 8.2 8.2

60歳以上(n=129) 5.4 3.9 11.6 18.6 19.4 45.7 0.8 5.4 7.8 10.1

根室地域(n=16) 0.0 0.0 0.0 25.0 12.5 31.3 0.0 0.0 6.3 31.3

道内根室地域以外(n=305) 3.3 4.6 4.9 16.7 23.3 49.2 2.6 3.6 9.2 12.8

道外(n=366) 17.5 17.5 19.4 13.7 18.9 45.1 4.6 14.2 3.3 1.1

１回(n=343) 14.3 14.3 12.8 12.8 16.0 44.6 2.6 8.5 4.4 3.5

２回以上(n=308) 8.1 9.4 13.0 17.5 25.3 50.3 5.5 10.7 7.1 8.8

のんびりリラックス層(n=151) 17.2 9.3 15.2 15.2 19.9 39.7 4.6 9.3 6.0 5.3

節約志向層(n=131) 8.4 13.7 7.6 16.0 16.0 50.4 2.3 8.4 6.1 9.9

周遊志向層(n=148) 6.8 10.8 10.8 12.8 20.3 48.6 0.7 5.4 6.8 3.4

文化・交流志向層(n=57) 22.8 21.1 28.1 26.3 45.6 71.9 19.3 21.1 3.5 1.8

自然・アクティビティ志向層(n=204) 6.9 8.8 10.3 13.7 17.2 41.2 2.0 8.8 5.9 10.3

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室

訪問経験

10.7 11.3 12.4 15.3 
20.5 

46.7 
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図表1-2-3-15 旅行前の予約手段
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●旅先の選択の変化

問６ コロナ禍により、旅先の選択について変化があればお答えください。(いくつでも)

全体では35.5％で「自然や景勝地への訪問意向が強くなった」が最も多く、次いで「特に変

化はない」が25.5％、「移動距離の短い、自宅から近い旅先を選びたい」が22.1％となって

いる。

年代別にみると、20代以下は30代以上に比べ「都会への訪問意向が強くなった」が多くなっ

ている。

居住地別にみると、道外は道内に比べ「自然や景勝地への訪問意向が強くなった」が多く

なっている。

クラスター別にみると、のんびりリラックス層は「移動距離の短い、自宅から近い旅先を選

びたい」、節約志向層は「特に変化はない」、文化・交流志向層は全般的に他のクラスター

に比べ多くなっている。

移動距離

の短い、
自宅から

近い旅先
を選びたい

自然や景

勝地への
訪問意向

が強くなっ
た

屋外での

アクティビ
ティへの関

心が高
まった

都会への

訪問意向
が強くなっ

た

観光地を
まわるよ

り、宿での
んびり過ご

したくなっ
た

そもそも旅

行や外出
への意欲

が減退し
た

その他
特に変化
はない

無回答

全体(n=69 1) 2 2.1 3 5.5 16 .8 5 .4 17 .4 14 .3 4 .9 25. 5 0. 6

夏季訪問客(n=300) 23.0 41.3 17.0 4.7 18.3 13.7 0.7 23.0 0.0

冬季訪問客(n=391) 21.5 30.9 16.6 5.9 16.6 14.8 8.2 27.4 1.0

20代以下(n=71) 31.0 40.8 25.4 16.9 22.5 12.7 4.2 21.1 0.0

30代(n=129) 28.7 35.7 22.5 7.0 15.5 8.5 3.1 18.6 0.8

40代(n=171) 23.4 39.2 19.9 5.8 17.5 18.7 4.7 22.8 0.6

50代(n=183) 17.5 29.5 12.0 1.6 16.4 12.6 8.2 29.0 0.5

60歳以上(n=129) 17.1 34.9 9.3 2.3 16.3 17.1 3.1 34.1 0.8

根室地域(n=16) 56.3 6.3 18.8 12.5 6.3 18.8 0.0 0.0 6.3

道内根室地域以外(n=305) 22.0 26.2 12.8 3.0 17.7 15.7 7.5 29.8 0.3

道外(n=366) 21.0 44.5 19.9 7.1 17.2 12.6 3.0 23.2 0.5

１回(n=343) 22.7 38.5 18.1 5.0 16.6 13.4 2.6 22.4 0.0

２回以上(n=308) 19.5 34.7 16.2 5.8 19.5 14.6 7.5 30.2 1.0

のんびりリラックス層(n=151) 38.4 34.4 13.9 4.6 25.8 16.6 3.3 13.9 0.0

節約志向層(n=131) 16.8 34.4 18.3 6.1 15.3 12.2 2.3 35.9 0.8

周遊志向層(n=148) 16.9 37.2 15.5 3.4 9.5 12.8 4.7 25.0 0.7

文化・交流志向層(n=57) 38.6 66.7 47.4 21.1 50.9 24.6 3.5 10.5 0.0

自然・アクティビティ志向層(n=204) 12.7 27.0 10.3 2.5 8.8 12.3 8.3 31.9 1.0

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室

訪問経験

22.1 

35.5 

16.8 

5.4 

17.4 
14.3 

4.9 

25.5 

0.6 
0
5

10
15
20
25
30
35
40

(%)

図表1-2-3-16 旅先の選択の変化
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●体験した観光コンテンツ

問８ 今回の旅で体験した・する観光コンテンツ、今後体験してみたい観光コンテンツを
それぞれお答えください。

【体験した・する観光コンテンツ】

全体では18.5％で「ネイチャーウォッチング」が最も多く、次いで「バードウォッチング」

が18.1％となっている。

年代別にみると、20代以下は全般的に30代以上に比べ多く、特に「カヌー」は多くなってい

る。

根室訪問経験別にみると、２回以上は１回に比べ「バードウォッチング」が多くなっている。

クラスター別にみると、文化・交流志向層は全般的に他のクラスターに比べ多くなっている。

カヌー
シーカ

ヤック

ネイ
チャー

ウォッチ
ング

バード
ウォッチ

ング

ホエー
ルウォッ
チング

トレッキ
ング・

フットパ
ス

サイクリ

ング

流氷

ウォーク

スノー
シュー・

氷上ソ
リ

地球探
索鉄道
花咲線

夏の路
線バス

トドワラ
号

定期観
光バス

のさっ
ぷ号

海産物
の加工
体験

その他 無回答

全体(n=691 ) 10 .4 5 .4 18 .5 18 .1 10 .1 10.4 11.4 7.4 6 .2 8 .7 8 .7 8 .4 8 .5 6.8 25.0

夏季訪問客(n=300) 9.7 6.3 22.7 11.3 12.3 12.3 15.7 4.7 4.0 8.3 12.7 9.3 11.7 7.3 16.3

冬季訪問客(n=391) 11.0 4.6 15.3 23.3 8.4 9.0 8.2 9.5 7.9 9.0 5.6 7.7 6.1 6.4 31.7

20代以下(n=71) 31.0 14.1 25.4 19.7 16.9 12.7 16.9 15.5 14.1 15.5 16.9 16.9 16.9 2.8 21.1

30代(n=129) 17.1 8.5 19.4 13.2 12.4 11.6 14.0 9.3 6.2 11.6 10.9 7.8 8.5 3.1 22.5

40代(n=171) 8.2 4.7 15.2 17.5 12.3 9.4 12.9 10.5 8.2 7.6 7.0 9.4 10.5 7.6 25.1

50代(n=183) 4.4 2.7 15.8 18.6 5.5 7.7 6.6 3.3 4.4 7.7 6.6 6.0 6.0 8.2 26.8

60歳以上(n=129) 4.7 2.3 22.5 22.5 8.5 14.0 11.6 3.1 2.3 5.4 7.8 7.0 5.4 10.1 24.0

根室地域(n=16) 0.0 0.0 6.3 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0

道内根室地域以外(n=305) 3.9 1.3 15.1 19.7 6.2 8.9 10.8 4.9 3.3 4.9 3.6 3.3 4.9 10.5 33.4

道外(n=366) 16.4 9.0 22.1 16.9 13.9 12.3 12.6 9.8 9.0 12.3 13.4 13.1 12.0 4.1 15.0

１回(n=343) 11.4 6.7 19.5 11.1 12.0 9.9 10.5 6.7 5.2 8.5 12.5 9.9 10.5 5.0 19.8

２回以上(n=308) 10.7 4.5 19.2 25.6 9.4 12.3 13.6 9.1 7.8 10.1 5.5 7.8 7.5 9.4 24.7

2019年(n=200) 14.0 4.5 23.0 13.5 12.0 14.0 14.5 8.5 6.5 7.5 13.0 12.0 13.0 5.5 8.5

2020年(n=200) 12.5 8.0 21.0 15.5 14.5 15.0 16.0 12.0 10.5 10.0 9.5 10.5 7.5 10.5 17.5

2021年(n=291) 6.5 4.1 13.7 23.0 5.8 4.8 6.2 3.4 3.1 8.6 5.2 4.5 6.2 5.2 41.6

のんびりリラックス層(n=151) 14.6 6.6 20.5 17.2 11.3 15.2 15.2 9.9 7.3 7.9 9.9 9.9 8.6 2.0 24.5

節約志向層(n=131) 5.3 4.6 18.3 9.2 9.9 7.6 8.4 3.8 6.1 12.2 3.8 7.6 7.6 9.2 29.0

周遊志向層(n=148) 10.8 4.1 18.2 13.5 6.8 6.8 12.8 7.4 2.7 5.4 9.5 6.8 4.7 7.4 25.7

文化・交流志向層(n=57) 19.3 19.3 40.4 31.6 26.3 26.3 28.1 19.3 22.8 29.8 29.8 22.8 21.1 8.8 7.0

自然・アクティビティ志向層(n=204) 7.8 2.0 11.3 24.0 7.4 6.9 4.9 4.4 3.4 3.4 4.4 4.9 8.3 7.8 27.5

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室

訪問経験

根室
訪問年

10.4 

5.4 

18.5 18.1 

10.1 10.4 11.4 
7.4 6.2 

8.7 8.7 8.4 8.5 6.8 

25.0 

0

5

10

15

20

25

30
(%)

図表1-2-3-17 体験した・する観光コンテンツ
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【今後体験したい観光コンテンツ】

全体では33.1％で「ホエールウォッチング」が最も多く、次いで「流氷ウォーク」が31.4％、

「カヌー」が27.8％、「ネイチャーウォッチング」が24.6％となっている。

年代別にみると、若年層ほど「カヌー」が多くなっている。

クラスター別にみると、文化・交流志向層は全般的に他のクラスターに比べ多くなっている。

カヌー
シーカ

ヤック

ネイ
チャー

ウォッチ
ング

バード
ウォッチ

ング

ホエー
ルウォッ
チング

トレッキ
ング・

フットパ
ス

サイクリ

ング

流氷

ウォーク

スノー
シュー・

氷上ソ
リ

地球探
索鉄道
花咲線

夏の路
線バス

トドワラ
号

定期観
光バス

のさっ
ぷ号

海産物
の加工
体験

その他 無回答

全体(n=691 ) 27 .8 17 .7 24 .6 17 .1 33 .1 16.8 16.8 31.4 20 .4 18 .4 16 .6 15 .5 16 .1 3.6 9.4

夏季訪問客(n=300) 26.7 18.7 28.3 15.7 29.3 16.7 17.0 30.7 18.0 18.3 17.3 17.0 19.7 3.7 5.7

冬季訪問客(n=391) 28.6 16.9 21.7 18.2 36.1 16.9 16.6 32.0 22.3 18.4 16.1 14.3 13.3 3.6 12.3

20代以下(n=71) 40.8 18.3 16.9 16.9 26.8 19.7 16.9 28.2 26.8 18.3 14.1 12.7 18.3 2.8 7.0

30代(n=129) 37.2 21.7 26.4 14.7 31.0 14.0 17.8 29.5 20.9 17.8 17.8 16.3 20.2 1.6 7.0

40代(n=171) 28.1 18.1 28.1 17.5 33.9 15.2 21.6 35.1 23.4 15.2 19.3 17.0 16.4 1.2 5.8

50代(n=183) 21.9 15.8 22.4 14.8 37.2 20.2 13.7 35.0 19.1 20.2 13.7 15.3 12.0 6.6 11.5

60歳以上(n=129) 18.6 14.7 25.6 20.9 32.6 14.7 13.2 25.6 14.0 20.2 17.8 14.7 15.5 5.4 12.4

根室地域(n=16) 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 6.3 18.8 6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 43.8

道内根室地域以外(n=305) 29.8 19.0 24.6 21.0 40.3 17.4 19.3 33.8 20.0 17.7 14.4 14.1 15.4 5.9 11.8

道外(n=366) 26.8 17.5 25.7 14.5 28.4 17.2 15.3 30.3 21.3 19.7 19.1 17.5 17.2 1.9 5.5

１回(n=343) 27.7 17.5 25.9 13.7 31.2 17.5 14.6 30.0 19.2 19.2 16.9 17.2 18.4 2.6 5.5

２回以上(n=308) 29.5 19.8 24.7 22.1 36.0 17.9 20.8 34.1 22.7 19.5 17.5 15.3 15.6 4.9 10.4

のんびりリラックス層(n=151) 29.8 14.6 21.2 17.2 36.4 16.6 13.2 26.5 19.9 13.2 13.9 16.6 13.2 1.3 11.9

節約志向層(n=131) 26.7 20.6 26.7 15.3 35.1 15.3 19.8 37.4 19.8 22.9 12.2 14.5 19.1 6.1 8.4

周遊志向層(n=148) 22.3 18.9 20.3 16.9 28.4 14.2 15.5 31.1 16.2 22.3 16.9 10.1 12.8 2.7 10.1

文化・交流志向層(n=57) 45.6 38.6 40.4 26.3 50.9 35.1 33.3 52.6 42.1 38.6 49.1 40.4 33.3 7.0 1.8

自然・アクティビティ志向層(n=204) 26.0 11.3 24.5 15.7 27.9 14.7 13.7 25.5 18.1 10.8 12.3 12.3 13.7 3.4 9.8

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室

訪問経験

27.8 

17.7 

24.6 

17.1 

33.1 

16.8 16.8 

31.4 

20.4 18.4 16.6 15.5 16.1 

3.6 
9.4 
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40
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図表1-2-3-18 今後体験したい観光コンテンツ
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●観光コンテンツ予約時の参考情報

問９ 観光コンテンツを予約する際、参考にする情報は何かお答えください。

(いくつでも)

全体では54.7％で「アクセス・場所」が最も多く、次いで「価格」が53.8％、「口コミ・評

価」が35.7％となっている。

年代別にみると、20代以下は30代以上に比べ「写真・画像」「ガイドの人柄」が多くなって

いる。

根室訪問経験別にみると、２回以上は１回に比べ「口コミ・評価」が多くなっている。

クラスター別にみると、文化・交流志向層は全般的に他のクラスターに比べ多くなっている。

価格

アクセ

ス・場
所

体験時

間

レンタ

ル品の
情報

口コミ・

評価

写真・

画像
動画

体力的

なレベ
ル感

プログ

ラムの
詳細・

初級・
中級等

のレベ
ル感

ガイド

の人柄
その他 無回答

全体(n=69 1) 53. 8 5 4.7 27. 2 12 .3 35. 7 26 .0 13. 6 14 .6 15. 5 7 .5 2. 5 3 . 6

夏季訪問客(n=300) 58.0 62.7 32.0 13.0 36.0 26.0 15.3 16.0 17.3 9.0 1.7 2.3

冬季訪問客(n=391) 50.6 48.6 23.5 11.8 35.5 26.1 12.3 13.6 14.1 6.4 3.1 4.6

20代以下(n=71) 52.1 53.5 32.4 12.7 42.3 36.6 16.9 18.3 16.9 18.3 2.8 1.4

30代(n=129) 52.7 51.2 27.1 20.2 34.1 23.3 13.2 13.2 14.7 7.8 2.3 2.3

40代(n=171) 58.5 61.4 31.6 13.5 39.2 25.7 14.6 18.1 17.0 5.8 2.3 0.6

50代(n=183) 51.9 48.6 23.5 9.3 35.5 21.9 9.8 12.0 14.8 3.3 2.2 4.9

60歳以上(n=129) 54.3 61.2 24.8 7.8 31.0 31.0 17.1 13.2 15.5 9.3 3.1 4.7

根室地域(n=16) 56.3 31.3 25.0 0.0 18.8 12.5 6.3 0.0 12.5 0.0 0.0 18.8

道内根室地域以外(n=305) 54.4 53.4 23.6 9.8 40.0 25.2 9.5 15.7 14.1 6.2 2.6 4.6

道外(n=366) 53.3 57.4 30.6 15.0 33.1 27.6 17.5 14.2 16.9 9.0 2.5 1.6

１回(n=343) 53.4 55.7 29.2 13.1 32.7 25.4 15.2 12.5 14.9 7.9 2.0 2.3

２回以上(n=308) 55.8 54.9 26.9 13.0 41.6 27.9 13.0 18.8 16.9 8.1 2.6 3.6

のんびりリラックス層(n=151) 57.0 50.3 30.5 13.9 27.2 20.5 13.9 13.2 17.2 6.6 4.0 4.6

節約志向層(n=131) 74.0 62.6 25.2 10.7 34.4 29.8 12.2 13.0 14.5 3.1 0.8 1.5

周遊志向層(n=148) 48.0 62.8 27.0 9.5 39.2 27.0 12.2 13.5 10.1 4.7 4.1 3.4

文化・交流志向層(n=57) 70.2 84.2 54.4 35.1 71.9 56.1 40.4 40.4 42.1 26.3 1.8 3.5

自然・アクティビティ志向層(n=204) 38.2 38.7 18.6 7.8 30.4 18.6 7.8 10.3 11.3 7.8 1.5 4.4

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

クラスター

訪問季節

年代

居住地

根室

訪問経験

53.8 54.7 

27.2 

12.3 

35.7 
26.0 

13.6 14.6 15.5 
7.5 
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図表1-2-3-19 観光コンテンツ予約時の参考情報
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●訪問観光地と交通手段

問10 今回、根室地域で訪問した、または訪問する予定の観光地と移動に用いた交通機関

をご記入ください。

【１番目から７番目までの目的地トータル（延べ人数）】

１番目から７番目までの目的地を合わせた延べ人数で集計すると、「納沙布岬」が9.9％で

最も多く、次いで「風連湖」が5.6％、「根室市_その他」が5.2％、「釧路市」が4.9％と

なっている。

n= 3,186

9.9 
5.6 

5.2 
4.9 

4.0 
3.6 

3.4 
3.4 
3.4 

2.8 
2.7 

2.3 
2.3 
2.2 

2.0 
2.0 
1.9 
1.9 
1.9 
1.8 
1.8 
1.7 
1.7 

1.5 
1.2 
1.2 
1.1 
1.1 
1.1 

0.9 
0.8 

0.7 
0.5 

0.3 
3.0 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

納沙布岬

風蓮湖

根室市_ その他

釧路市

釧路空港

春国岱

明治公園

野付半島ネイチャーセンター

野付半島原生公園

開陽台

網走市

羅臼岳

知床ネイチャークルーズ

厚岸町

斜里町

弟子屈町

標津サーモンパーク

羅臼湖

女満別空港

ムツゴロウ動物王国

羅臼町_ その他

別海町鉄道記念公園

中標津空港

鶴居村

ポー川自然史跡公園

浜中町

中標津町_ その他

熊超の滝

白糠町

釧路町

知床岬ヒグマボートクルーズ

標茶町

別海町_ その他

標津町_ その他

その他

(%)

その他の主な内容
根室市_その他
　スワン（道の駅）、根室駅、伊藤牧場など
別海町_ その他
　尾岱沼など
中標津町_ その他
　養老牛温泉など
羅臼町_ その他
　道の駅、熊の湯など

図表1-2-3-20 訪問観光地
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【１番目から７番目までの目的地までの利用交通機関（延べ人数）】

目的地として選ばれた地点の多い順にみると、納沙布岬は「自家用車」が32.5％で最も多く、

次いで「レンタカー」が24.5％、「JR在来線」が19.7％、「観光バス」が11.1％となってい

る。風連湖は「自家用車」が27.2％で最も多く、「レンタカー」が18.9％、「観光バス」が

11.1％となっている。また、根室市_その他、釧路市は「自家用車」が各々61.2％、45.5％

となっている。

(%)

Ｊ

Ｒ

在

来

線

Ｊ

Ｒ

新

幹

線

航

空

機

フ

ェ
リ
ー

観

光

バ

ス

路

線

バ

ス
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納沙布岬(n=314) 19.7 0.0 0.0 0.0 11.1 2.9 24.5 32.5 0.6 1.0 1.6 0.0 6.1

風蓮湖(n=180) 7.2 0.0 0.0 0.0 11.1 7.2 18.9 27.2 1.7 2.8 0.6 0.0 23.3
根室市_ その他(n=165) 6.7 0.0 0.0 0.0 6.1 3.0 21.2 61.2 0.0 0.0 0.0 0.6 1.2

釧路市(n=156) 13.5 0.0 0.0 0.0 3.8 2.6 23.7 45.5 0.6 0.0 1.3 1.3 7.7

釧路空港(n=127) 11.0 0.0 37.8 0.0 4.7 1.6 33.1 9.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

春国岱(n=114) 12.3 0.0 0.0 0.0 13.2 5.3 17.5 23.7 1.8 4.4 0.9 0.0 21.1

明治公園(n=109) 10.1 0.0 0.0 0.0 11.9 5.5 27.5 23.9 2.8 1.8 0.9 0.0 15.6

野付半島ネイチャーセンター(n=109) 3.7 0.0 0.0 0.0 15.6 4.6 33.9 34.9 0.9 0.9 1.8 0.0 3.7

野付半島原生公園(n=109) 4.6 0.0 0.0 0.0 9.2 1.8 31.2 41.3 1.8 0.9 2.8 0.0 6.4

開陽台(n=88) 2.3 0.0 0.0 0.0 6.8 0.0 28.4 48.9 0.0 3.4 2.3 0.0 8.0

網走市(n=86) 18.6 0.0 0.0 0.0 8.1 8.1 26.7 29.1 0.0 0.0 1.2 0.0 8.1

羅臼岳(n=74) 2.7 0.0 0.0 0.0 8.1 4.1 44.6 32.4 0.0 1.4 0.0 0.0 6.8

知床ネイチャークルーズ(n=73) 8.2 0.0 0.0 0.0 19.2 1.4 32.9 26.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.3

厚岸町(n=70) 4.3 0.0 0.0 0.0 4.3 1.4 22.9 61.4 0.0 2.9 0.0 1.4 1.4

斜里町(n=64) 0.0 0.0 0.0 0.0 9.4 3.1 23.4 59.4 1.6 0.0 0.0 0.0 3.1

弟子屈町(n=63) 4.8 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0 23.8 58.7 1.6 0.0 3.2 0.0 1.6

羅臼湖(n=62) 3.2 0.0 0.0 0.0 19.4 3.2 40.3 19.4 4.8 0.0 0.0 0.0 9.7

女満別空港(n=62) 1.6 0.0 25.8 0.0 8.1 1.6 37.1 17.7 1.6 0.0 1.6 0.0 4.8

標津サーモンパーク(n=60) 5.0 0.0 0.0 0.0 3.3 5.0 31.7 41.7 1.7 0.0 0.0 1.7 10.0

ムツゴロウ動物王国(n=57) 8.8 0.0 0.0 0.0 14.0 7.0 33.3 15.8 5.3 3.5 3.5 0.0 8.8

羅臼町_ その他(n=56) 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.8 17.9 76.8 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0
中標津空港(n=55) 3.6 0.0 40.0 0.0 7.3 7.3 32.7 7.3 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0

別海町鉄道記念公園(n=53) 15.1 0.0 0.0 0.0 9.4 11.3 30.2 17.0 1.9 0.0 7.5 0.0 7.5

鶴居村(n=47) 2.1 0.0 0.0 0.0 6.4 0.0 27.7 55.3 0.0 0.0 2.1 0.0 6.4

浜中町(n=39) 5.1 0.0 0.0 0.0 5.1 5.1 23.1 59.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6

ポー川自然史跡公園(n=38) 7.9 0.0 0.0 0.0 26.3 7.9 28.9 13.2 2.6 2.6 0.0 0.0 10.5

中標津町_ その他(n=35) 2.9 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 14.3 68.6 5.7 0.0 0.0 5.7 0.0

熊超の滝(n=35) 11.4 0.0 0.0 0.0 20.0 2.9 25.7 17.1 5.7 5.7 2.9 0.0 8.6

白糠町(n=35) 20.0 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9 22.9 34.3 0.0 2.9 5.7 0.0 8.6

釧路町(n=28) 17.9 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 28.6 32.1 3.6 3.6 0.0 0.0 10.7

知床岬ヒグマボートクルーズ(n=24) 4.2 0.0 0.0 0.0 25.0 4.2 20.8 29.2 8.3 0.0 4.2 0.0 4.2

標茶町(n=23) 0.0 0.0 0.0 0.0 17.4 0.0 21.7 56.5 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0

別海町_ その他(n=16) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 87.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

標津町_ その他(n=8) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 87.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他(n=96) 18.8 0.0 8.3 3.1 0.0 2.1 18.8 47.9 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0

＊■は50％以上、■は40％台、■は30％台、■は20％台、■は10％台
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図表1-2-3-21 交通手段
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ウ）結果のまとめ

根室地域観光客の旅行動向の特徴として、《夏季訪問客は初回の観光客、冬季訪問客はリ

ピーターが多い》《道外訪問客は初回の観光客、道内訪問客はリピーターが多い》となって

いる。したがって、居住地と訪問時期の二つの側面から今後の根室地域観光施策の方向性を

考えると、下記の図に示したように、『道外訪問客・夏季訪問客はリピーターへ』『道内訪

問客・冬季訪問客は宿泊の長期化へ』、さらに『夏季訪問客に対してはさらに冬季へ』『冬

季訪問客に対してはさらに夏季へ』とするアプローチが必要と考えられる。

冬季訪問客へ

長期宿泊

リピータ―初回

日帰り・
短期宿泊

・道外訪問客
・夏季訪問客

・道内訪問客
・冬季訪問客 夏季訪問客へ

図表1-2-3-22 根室地域観光施策の方向性

訪問客の特徴をみると、道外訪問客、夏季訪問客は「複数のエリアを周遊する」傾向が高

くなっている。つまり、長期宿泊の中で効率的に数多くの観光体験をして、次回の旅行は根

室地域が選択肢に入ってこないことが想像できる。したがって、道外訪問客、夏季訪問客に

対しては、〝また根室地域に訪問したい〟と思ってもらうこと、さらに夏季訪問客に対して

は、冬季の観光コンテンツの魅力を訴求し、〝冬季にも訪問してみたい〟と思ってもらうこ

とがキーポイントとなる。そのためには、既存の観光コンテンツを周知することや新しい観

光コンテンツの開発、さらにリピーターに至らなかった訪問客にその要因を聴取して、改善

を図ることが必要と考えられる。

一方、道内訪問客、冬季訪問客は「自然やアクティビティ、アウトドアを楽しむ」傾向が

高くなっている。道内訪問客には「できるだけ費用を抑える」、冬季訪問客には「その日そ

の日で行動を決める」傾向が高くなっている。したがって、道内訪問客に対しては、コスト

パフォーマンスを重視した観光コンテンツの開発や宿泊施設の設置、冬季訪問客に対しては、

複数の観光コンテンツを組み合わせたプランを提案し、宿泊の長期化を促すことがキーポイ

ントになると考えられる。

新型コロナウイルス感染症の影響も考えられるが、根室地域訪問客の宿泊日数の短期化、

訪問人数の少人数化が課題として表れている。居住地や訪問時期に合わせたサービスを提供

することによって、課題を解決し、根室地域の観光振興に結び付けていくことが重要と考え

られる。
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※本調査は、根室地域を観光目的で訪れた登録モニター500人、空港、道の駅での聞き取り

調査126人、宿泊施設における留置調査65人の合計691人を全体（根室地域観光客）としてい

ることを念頭に置いて、結果を解釈する必要がある。

第Ⅱ章 根室地域における周遊観光に向けた基礎調査
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第Ⅲ章 業務内容

１．根室地域における周遊観光に向けた基礎調査

（３）GPSによる旅行者の移動経路等の分析

➀ 分析内容

ア）分析手段

以下の方法により、根室地域の旅行者について、公共交通機関の利用などのGPSデータ
等の分析を行った。

◆利用スマートフォン用アプリケーション：

『ALKOO（あるこう）by NAVITIME』 （ウォーキング・歩数計アプリ）（GPSデータ）

◆対象年：2020年・2021年（暦年）

◆対 象：①道内居住者（土日祝日・年末年始、お盆等・祝日との間となる飛び石連休の
平日）
②道外居住者（全日）

◆取得位置情報（GPSデータ）：
同一メッシュ内（１Km）に30分以上連続した滞在を１カウント

◆公共交通利用の判定：
（ⅰ）鉄道

株式会社ナビタイムジャパンが独自に整備した鉄道路線データに対して、当該エリ
アの鉄道路線の10m以内で測位されたGPSのうち、速度が30～120km/時で移動したGPS
が4点以上存在するデータを鉄道利用と判定した。

（ⅱ）路線バス
株式会社ナビタイムジャパンが独自に整備したバス路線データを用い、任意のバス

の運行に対して、後述する条件を満たすバス停が4個以上存在するデータをバス利用
と判定した。（条件：あるバス停にバスが発着する時刻の前後3分以内にそのバス停
から100m以内で測位される）

イ）分析結果

（ⅰ）根室地域における旅行者数

根室地域を訪れた旅行者は、道内客がわずかに増加、道外客はわずかに減少し、全体

ではわずかに減少した。

図表1-3-1 根室地域おける道内外別 旅行者数、滞在者数

（ⅱ）根室地域における月別旅行者数

2021年に根室地域を訪れた道外旅行者は、50代、60代、70代の順に多かった。また、
全道と比較すると20代の割合が高かった。

性別では男性が8割以上となっており、全道と比較しても男性の割合が高かった。

図表1-3-2 年代別旅行者数（不明を除く）2021年

属性 
2020 年 2021 年 

滞在者数の差 

（2021-2020） 
旅行者数 滞在者数 旅行者数 滞在者数 人数 ポイント差 

道内 553 400 564 403 3 -0.8% 

道外 249 190 240 184 -6 0.4% 

道内＋道外 802 590 804 587 -3 -0.6% 
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第Ⅲ章 業務内容

１．根室地域における周遊観光に向けた基礎調査

路線バスを移動手段とする
道内旅行者の移動経路（2020年）

路線バスを移動手段とする
道外旅行者の移動経路（2020年）

85.3%

99.0%

4.9%

0.2%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道外
道内

道外 道内
自動車 85.3% 99.0%

鉄道 4.9% 0.2%

路線バス 5.4% 0.7%

鉄道＋路線バス 4.3% 0.0%

観光バス 0.0% 0.0%

路線バスを移動手段とする
道内旅行者の移動経路（2021年）

路線バスを移動手段とする
道外旅行者の移動経路（2021年）

（ⅲ）旅行者の移動手段

根室地域内の移動手段は自動車がほとんどだが、道内居住者に比べ道外居住者の方が公

共交通機関を利用している割合が高い。2021年では道外居住者の約15%が鉄道や路線バス

を利用していた。

図表1-3-3 根室地域におけるアプリ利用者の移動手段 2021年
（ⅳ）路線バスを移動手段とする旅行者の移動経路

2020年の道外旅行者は道内旅行者と比較して広い範囲で測位されており、知床半島の北
側等にも周遊している様子が見られた。
2021年も同様の範囲での周遊が見られたほか、航空機を利用したと思われる旅行者も見

られた。次項の鉄道利用者と比較すると、より地方部での周遊が見られた。
2020年の道内旅行者は比較的狭い範囲で周遊している様子が見られた。2021年の道内旅

行者についても2020年と同様の傾向だが、納沙布岬周辺に周遊する様子が見られた。
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第Ⅲ章 業務内容

１．根室地域における周遊観光に向けた基礎調査

（ⅴ）鉄道を移動手段とする旅行者の移動経路

2020年の道外旅行者については、旭川地域や函館駅周辺まで周遊している移動が見ら
れ、根室地域を含めた北海道内を広範囲に周遊している訪問者も見られた。
2021年の道外旅行者については、2020年で見られた傾向のほか、帯広方面への周遊も見

られた。
2020年の道内旅行者については、釧路や中標津方面から根室地域への移動が多かった

が、わずかながら帯広からの移動も見られた。
2021年の道内旅行者については、札幌、帯広、釧路から根室地域への移動が見られた。

鉄道を移動手段とする
道外旅行者の移動経路（2020年）

鉄道を移動手段とする
道内旅行者の移動経路（2020年）

鉄道を移動手段とする
道外旅行者の移動経路（2021年）

鉄道を移動手段とする
道内旅行者の移動経路（2021年）
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第Ⅲ章 業務内容

１．根室地域における周遊観光に向けた基礎調査

（ⅵ）鉄道＋路線バスを移動手段とする道外旅行者の移動経路

2020年の道外旅行者は根室地域の他帯広駅周辺でも測位されており、周遊している様子
が見られた。
バス路線については、厚床線、納沙布線、川湯線を利用したと見られた。
2021年には網走方面を周遊する様子も見られた。バス路線については、納沙布線、阿寒

本町線、釧路空港連絡バス、西浜線を利用したと見られた。
なお、道内旅行者については鉄道と路線バスの両方を利用した旅行者は見られなかっ

た。

鉄道＋路線バスを移動手段とする道外旅行者の移動経路（2020年）

鉄道＋路線バスを移動手段とする道外旅行者の移動経路（2021年）


